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沿海･地下水ふたつの集団研修無事終了ともに発見以

来満20年を経過した沿海･地下水のふたつの集団研修コ

ｰスは去る12月12目にそれぞれ昭和61年度の閉講式

を行い無事終了しました.両コｰスとも研修員から

高い評価を得まして所期の目標を達成できたものと研

修担当老一同喜んでおります.これはひとえに皆様方

のご支援の賜物であり関係各位に厚くお礼申し上げま

す･両コｰスの詳しい研修報告書は別途公表されますの

でここでは沿海コｰス7か月地下水コｰス4か月の

課外の話題をひろってお伝えしましょう･

地質ニュｰス386号(1986年10月号)でご紹介しました

とおりふたつのコｰスには20周年の記念シンボルマｰ

クが河村幸男さんのデザインで誕生しまLたがもうひ

とつ実は…`OffshoreProspectingCourse"又は｢地下

水｣と鮮やかに染めぬいたはっぴ(印半纏一LるLばん

てん)も作られました･はっぴはHappyにつたがる

というので外国人にはすこぶる評判がよく大量生産と

思いきや何しろhand-madeのため限定27着に留まり

ました.したがって可能性は非常に低いものの海外

の思わぬところでこのはっぴを着た外国人に会えるか

もしれません.その外国人は間違いたく地質調査所集

団研修の卒業生もしくは縁故者です.

さて沿海コｰスは宴会コｰス地下水コｰスは地下酔

コｰスとも呼ばれるように今回の研修員の中にも相当

な麟蛇(うわばみ)が複数いました.名誉のために名

前は伏昔ますが本来たら宗教上の理由で飲酒御法度の

ある研修員は日本では一時的た改宗を行いよく飲みま

た飲み来日後数日にしそDr,ofWhiskyの称号をも

らいました.必然的に研修担当老の酒量も増えてLま

いました.

称号の話題のついでに研修員のあだ名の中からユニ

ｰクたものを挙げてみますとSuperMario(スｰパｰ

写真一1

沿海チｰム対地調チｰムのサッカｰ交流試合

(7月9日筑波にて)この試合は学園リｰグ

の2部で活躍する地調チｰムの勝ち.ブラジ

ルのナショナルユニフォｰムを身につけたミッ

シェルさんは残念そう(ただしこの部分は合成

写真です).

写真一2

木下･河村両氏の傑作一はっぴ(右:Off･

shoreProspectingCourse左:地下水)

1987年2月号�



一64一

海外室だより

写真一3天気のいいお昼休み｡近くの公園ヘビクニック

マリオ)Unc1eTom(トムおじさん)Cleopatra(クレ

オパトラ)MarkAntony(アントニウス)Hungry(ハ

:■グリｰ)Mt.Mihara(三原山)Daiei(ダイエｰ)

Jusco(ジャスコ)OffshoreBaby(オフショア･ベイビ

ｰ)Terrorist(テ目リスト)…….当事者にしか由来

と人物が分からず申し訳ありません.

さて集団研修はもちろん研修担当者だけの力ででき

るものではありません.恐らく研修員の10数倍の数の

人達の総力があって初めてまとまるものと考えられま

す.この点では今年度は地質調査所の青年層の皆様に

深く感謝したげれぱたりません.といいますのは研修

員とのスポｰツ交流を図ってくれたからです･夏の暑

い盛りにサッカｰの対沿海チｰム戦(地質調査所チｰムの

勝ち)晩秋の夜のバスケットボｰルの対沿海･地下水合

同チｰム戦(合同チｰムの勝ち)だとアフタｰ5に大活

躍でした.

とにかくふたつのコｰスで16か国21人彼らと毎日の

ように接していますと自然と親しみと友情が深まって

きます.彼らとの友情の芽をその年度限りで萎めてし

まうことたく大きく育てることはとても大切たことで

す.一衣帯水とはよくいったもので沿海コｰスも地

下水コｰスもともに水によって彼らと隣りあっていその

ですから帰国後の研修員とのコミュニケｰションを個

人レベルだげでたく継続させることが重要でしょう･

個性あふれる昭和61年度の研修員が研修で得た成果

を多いに発揮し日本での生活体験を少なからず役立て

てくれることを期待しています.

(研修担当老一同文責:石井)
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いんぷれっしょん④fふあ一すとふおリな一ず

いままで外人とみれば3m以内には近づかたいよう

に畦づたいに目線たどあわせたいようにと心かげ話

しかげられたいよう気を配っていた私が5月から海外

室にやってきて半年あまりおどおどたがらも研修生と

接してきました.はじめは相手のいうことがまった

くわからたいので悪いた一と思っていたけどたんのこ

とはたいわかったふりをしてYahYahうなずいて

たまに首をかしげたり運よく知っている単語が聞こえ

れぽ知ったかぶりにリフレインすると彼らは私が

それたりに聞いていると思ってくれます｡フェアウェル

パｰティｰのあと彼らの何人かと話し(?)ましたが

彼らは日本をほめてくれてそして自分の国もとてもす

ぽらしいから'畦ひきてくれよ(私にはそういっているよ

うに思えた)と口をそろえました.私はそのとき“亙

hope"たんていってましたげど思いきって“Y鵠夏

Wi11!"の方がよかったかた言彼らは本当にいいヤツぱ

っかりでもうちょい私が積極的だったらもっと楽し

くすごせたかも一･･彼らがまた日本に来るころには

もう少し英語しゃべれるようになっていたいですね･

GoodByeNiceFriendsofMine!(河村)
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